
5
日
に
は
湊
宮
の
蛭
児
神
社

へ
初
詣
に
出
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

天
候
も
良
く
そ
れ
ぞ
れ
今
年
一

年
の
無
病
息
災
を
御
記
念
さ
れ

ま
し
た
。
「
今
年
も
初
詣
行
け
た

わ
あ
」
と
喜
ん
で
い
頂
き
ま
し

た
。 今

年
も
皆
様
と
共
に
地
域
の

一
員
と
し
て
地
域
貢
献
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

かぶと山小学校 

 4 日(火) 新 1 年生体験入学 

     保護者入学説明会 

16 日(日) 授業参観 

   PTA 年度末総会・学級懇談会 

17 日(月) 振替休業日 

かぶと山こども園 

 3日(月) 節分・まめまき 

 4日(火) かぶと山小学校体験入学 

 6日(木) 久美浜小学校体験入学 

 7日(金) 園開放(未就園児) 

12日(水) こども園でおしゃべり&子育て相談 

13日(木) クッキークッキング(3.4.5歳児) 

       親子ふれあいデー(園庭開放) 

15日(土) 保育参観・乳児ふれあい発表会 

        保護者会年度末総会 

19日(水) 入園説明会 

20日(木) 誕生会 

21日(金) 園開放(未就園児) 

28日(金) 親子ふれあいデー（園庭開放） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                     

 

２月号  №１７９号      令和２年(２０２０年)   １月２５日発行      

発行責任者 田村地区活性化協議会 

        会長 前田 史由 

  〒 629-3432 

京丹後市久美浜町平田 672 

  TEL・FAX 0772-83-1142 

ご意見・ご感想は果樹センターまで 

 

田
村
は
ほ
と
ん
ど
が
山
地
や
丘
陵
で

す
。
「
田
村
の
風
景
」
の
中
の
特
徴
的
な

山
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
旧
小
学
校
付
近
か
ら
見
え
る

山
で
す
。
西
を
見
て
日
光
寺
橋
の
右
の
山

が
、「
一
乗
寺
」（
写
真
①
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
山
で
す
。
高
さ
は
一
三
九
メ
ー
ト
ル

で
す
。
こ
ん
も
り
と
し
て
お
り
「
田
村
の

か
ぶ
と
山
」
と
呼
べ
そ
う
な
山
で
す
。
山

頂
に
は
小
さ
な
祠(
ほ
こ
ら)

が
あ
り
ま

す
。
山
頂
を
尾
根
伝
い
に
平
田
の
方
に
進

ん
で
い
く
と
愛
宕
山
（
あ
た
ご
や
ま
）
と
な

り
ま
す
。 

 

「
一
乗
寺
」
の
左
側
の
高
い
山
は
、
大

井
で
「
ノ
タ
ゴ
ウ
」
（
写
真
②
）
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
一
九
三
・
八
メ
ー

ト
ル
で
す
。
山
頂
に
は
三
角
点
が
あ
り
ま

す
。
田
村
の
西
方
の
一
番
高
い
山
で
す
。

山
頂
の
西
側
は
神
野
地
区
で
す
。 

 

田
村
小
グ
ラ
ン
ド
か
ら
南
を
見
て
、
大

井
集
落
の
後
ろ
の
山
が
「
城
山
」
（
写
真

③
）
で
す
。
高
さ
は
、
一
六
四
メ
ー
ト
ル

で
す
。
山
頂
に
は
大
井
城
址
の
石
積
み
が

あ
り
ま
す
。 

「
城
山
」
の
南
の
麓
は
一
分
集
落
で

す
。
一
分
の
集
落
の
南
東
方
向
に
高
い
山

が
見
え
ま
す
。「
女
布
の
権
現
山
」(

写
真

④)

で
す
。
高
さ
は
三
四
八
・
四
メ
ー
ト

ル
で
す
。
山
頂
に
は
三
角
点
が
あ
り
ま

す
。
女
布
で
管
理
さ
れ
て
い
る
祠
も
あ
り

ま
す
。
山
頂
の
南
側
は
佐
野
地
区
と
な
り

ま
す
。
日
光
寺
橋
、
小
天
橋
の
松
林(

葛

野
付
近)

か
ら
も
見
え
ま
す
（
写
真
④-

Ⅰ
）。
平
田
の
国
営
団
地
か
ら
は
、
そ
の

形
が
よ
く
分
か
り
ま
す
（
写
真
⑤-

Ⅱ
）。

田
村
の
南
方
の
一
番
高
い
山
で
す
。 

関
と
三
分
の
間
に
、
こ
ん
も
り
と
し

た
形
の
良
い
山
が
あ
り
ま
す
。
府
道
の

関
と
三
分
の
道
沿
い
の
「
丸
太
さ
ん
」

の
後
方
の
山
で
す
。「
三
分
権
現
山
」（
写

真
⑤
）
で
す
。
高
さ
は
一
九
一
メ
ー
ト

ル
で
す
。
こ
の
山
頂
に
も
、
祠
が
あ
り

ま
す
。
祠
は
三
分
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
田
村
の
北
方
の
一
番
高
い
山
で
す
。

大
井
橋
付
近
か
ら
は
、
関
の
集
落
の
後

方
に
見
え
、
綺
麗
な
三
角
形
の
形
を
し

て
い
ま
す(

写
真
⑤-

Ⅰ)

。
平
田
の
方
か

ら
見
る
と
少
し
形
が
変
わ
っ
て
見
え
ま

す
（
写
真
⑤-

Ⅱ
）。 

最
後
に
、
田
村
の
一
番
高
い
山
で
す
。

三
原
の
「
奥
山
」（
写
真
⑥
）
で
す
。
岡

田
浦
明
線
の
佐
内
集
落
か
ら
前
田
橋
を

渡
り
、
三
原
橋
、
中
岡
橋
を
渡
ら
ず
林

道
を
進
ん
で
行
く
と
あ
る
山
で
す
。
高

さ
は
四
四
一
メ
ー
ト
ル
で
す
。
麓
に
は
、

「
羽
田
記
念
林
」
が
あ
り
ま
す
。
頂
を

越
え
る
と
網
野
町
切
畑
で
す
。
普
段
私

た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
場
所
か
ら
は
、

な
か
な
か
山
頂
は
見
え
ま
せ
ん
。
日
光

寺
橋
付
近
か
ら
少
し
そ
の
姿
が
見
え
ま

す
。
女
布
の
権
現
山
同
様
、
小
天
橋
の

松
林
か
ら
も
見
え
ま
す
。 

 

＊ 

写
真
は
裏
面
に
て
掲
載 

田村ゆうゆうの里 「新年祝賀会」 

田
村
再
発
見
（
田
村
の
自
然 

そ
の
１ 

田
村
の
特
徴
的
な
山
） 

 

田
村
地
区
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

昨
年
に
続
き
暖
か
い
冬
と
な
り
穏

や
か
な
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
1

月
6
日
（
月
）、
7
日
（
火
）
は
、

新
年
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。
新
年

を
寿
ぎ
、
昼
食
に
松
花
弁
当
を
作
り

ま
し
た
。
昆
布
巻
き
、
だ
て
巻
、
か

ず
の
こ
、
栗
き
ん
と
ん
、
色
彩
鮮
や

か
な
煮
物
、
赤
飯
な
ど
を
作
っ
て
盛

り
付
け
ま
し
た
。
い
つ
も
に
も
増
し

て
、
賑
や
か
な
昼
食
風
景
と
な
り
ま

し
た
。 

午
後
に
は
、
新
年
祝
賀
会
を
祝
う

垂
れ
幕
を
仕
込
ん
だ
く
す
玉
を
、
ご

利
用
者
様
に
割
っ
て
頂
き
、
令
和
2

年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
人

生
一
〇
〇
年
時
代
の
背
景
の
も
と

手
作
り
の
「
健
康
お
み
く
じ
」
を
手

繰
り
寄
せ
て
一
人
ず
つ
引
い
て
頂

き
、
今
年
の
健
康
目
標
を
ご
利
用
者

同
士
で
披
露
し
ま
し
た
。 

田
村
ゆ
う
ゆ
う
の
里
で
は
一
年

三
六
五
日
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。 

 



 

写真①〈一乗寺〉 撮影：大井橋付近 写真②〈ノタゴウ〉 撮影：大井橋付近 写真①②〈一乗寺とノタゴウ〉  

撮影：大井橋付近 

写真③〈大井城山〉 撮影：旧保育所付近 写真④〈女布権現山〉 撮影：一分集落 写真④―Ⅰ〈日光寺から見える女布の権現山〉 

写真⑤〈三分権現山〉撮影：日光寺橋付近 写真⑤―Ⅰ〈関集落と三分権現山〉  

撮影：大井橋付近 

写真⑤―Ⅱ〈三分権現山と女布権現山〉  

撮影：平田国営団地 

写真⑥〈「奥山」の峰〉 撮影：日光寺橋付近 

           （最も高いのは矢印の山）  

三分権現山 女布権現山 
三分権現山 

山の高さ 

＊ 一 乗 寺 （写真①） 高さ 139 メートル 

＊ ノ タ ゴ ウ（写真②） 高さ 193.8 メートル 

＊ 城   山 （写真③） 高さ 164 メートル 

＊ 女布権現山 （写真④） 高さ 348.4 メートル 

＊ 三分権現山 （写真⑤） 高さ 191 メートル 

＊ 奥   山 （写真⑥） 高さ 441 メートル 


